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教育随想：平成19年保健学科ベストティーチャー賞をいただいて
医学部保健学科検査技術科学専攻　基礎検査学講座　 高　山　清　茂
平成９年に保健学科の第１期生を迎えましたが，私もその時に教授として赴任し，以来学生への生理学の講義
と実習を担当させていただいてまいりました。ちょうど10年という節目に，学生からのベストティーチャーの評
価をいただいたことに感謝しております。
2008年度のノーベル物理学賞に３人，化学賞に１人の日本人が選ばれた快挙に，日本中が沸きました。さて，
医学に関してのノーベル賞は「生理学・医学賞，Nobel Prize in Physiology or Medicine」と呼ばれます。ただ単
に医学賞と呼ばず，生理学の名を冠していることは，医学（医療）の分野で生理学はその根幹，土台を形成して
いることを示しているといえます。言うまでもありませんが，生理学では，体がどのような仕組みで働き，生き
ているのかを物理的，化学的，生物学的に明らかにされてきたことを学びます。例えば，心臓からの“圧力”で
動脈内に送り出される血液については流体の力学，呼吸において重要な働きをしている胸空内の“陰圧”，ニュ
ーロンの活動電位について“電気”などの物理の知識，摂食した物がどのような“化学”変化を受けて体のエネ
ルギー源になるのかという化学的知識，そして，身体の組織を構成している“細胞内小器官”がどのような“機
能”を持っているのかという生物学の知識が要求されます。現在の大学入学試験制度のもとで，入学に必要な理
科が物理，化学，生物のうちの２科目ですので，３科目のうち１科目についての知識がどうしても乏しくならざ
るを得ません。この10年間，学生達が１年次に生理学を履修することが，かなりハードであることを実感してま
す。
私は最初に本学・工学部で修士課程まで有機化学を修めました。学位は「遊離基（ラジカル）の反応性」でし
た。次いで医学科生化学教室にて生化学を修めました。甲状腺ホルモンであるサイロキシンの分解過程に関する
研究で学位をいただきました。その後，ポストドクとしてアメリカの大学での研究に臨みましたが，そこでは化
学反応における活性化状態についての物理化学的な研究を行いました。これらをバックグラウンドにして，30歳
になるときに，本学部医学科生理学教室に助手（当時）として採用されました。そして，助教授になるまでの17
年間，神経生理学領域での研究に取り組みました。この医学科時代，勤務時間の90％以上は研究に費やし，学生
への講義に費やした時間は10％に満たなかったように思います。保健学科に赴任してからは，この時間配分が完
全に逆転しました。学生への講義・実習時間が圧倒的に多くなり，また，学生とコミュニケーションをとる時間
も多くなりました。教員として充実した生活を送っています。
さて，上に書いた日本人４人のノーベル賞獲得ニュースを聞いて，私が感じていることを記しておきたいと思
います。これらの受賞の対象が30年以上前の研究結果であったことを思いますと，単純に喜んでばかりはいられ
ないという心境です。現在，日本の小・中・高校で行われている教育について，多くの識者が指摘していますが，
例えば「今はすべての科目の成績が一様に良くなければ認められない。テストの点に基づく偏差値でどの大学に
行くかが決められる」「自分で考えることなく，いかにテストで高得点を得るかのテクニックを覚えなければな
らない」などがあります。これらを反映して，本学科に入ってくる学生たちが，問題に対して自分自身で考えて
解答することに慣れていないことを痛感しています。問題を与えると自分で考える前に正解を要求したり，「先
生が教えていないことなのでわからない」と主張する学生が少なくありません。ある大学で教員をしている私の
友人の話ですが，「大学には授業料を納めているので，学生に単位を与えるのは当然。単位を取れないのは教員
の教え方が悪いからだ」と主張するモンスター・ペアレントもいるそうです。これでは，学生は自立できないの
ではないか，と心配ではあります。
いよいよ迎える高齢化社会において医療の分野で活躍できる人材の育成，輩出のために，ベストティーチャー
の名に恥じないように，これからもがんばるつもりでおります。
